
人口と世情
2月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.758人 (+80人)
[うち外国人鋭治人]

男 65.871人(_:80人)
女 66.887人(+160人)

・世帯 51.421世帯 (+468世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。

毎月 1日・iG日発行

我孫子市役所総務部広報室
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を守緑と
嘉納治五郎別荘跡地を市が購入

市
は
昨
年
抱
月
、
嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
地
(
緑
1
丁
目
)
を
、
手

賀
沼
に
面
す
る
質
量
な
緑
地
を
保
全
す
る
た
め
3
憶
6
1
4
万
円
で

購
入
し
ま
し
た
。
こ
の
跡
地
を
含
め
、
手
賀
沼
沿
い
の
史
跡
や
文
化

財
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
我
孫
子
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

嘉
納
治
五
郎
と
は

繋
ゆ
一
誌
は
、
講
道
館
を
開
い

た
近
代
柔
道
の
創
始
者
で
す
。
嘉
納

治
五
郎
が
こ
の
地
に
別
荘
を
構
え
た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
我
孫
子

が
鴎
麟
派
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

嘉
納
の
勧
め
で
、
甥
で
あ
る
民
芸

運
動
の
祖
、
川
柳
魯
が
隣
接
地
に
居

を
構
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
↓
様
相
で

す
。
そ
し
て
柳
が
、
白
樺
派
の
文
人
、

志
賀
直
哉
や
陶
芸
家
の
バ
ー
ナ
ー
ド

・リ
I
チ
ら
を
呼
ぴ
、
親
交
を
深
め

た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

跡
地
の
活
用
は

市
が
嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
地
(
写

真
上
)
を
購
入
し
た
の
に
伴
い
、
跡

地
に
あ
る
建
物

(
3
階
建
)
を
所
有

者
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
面
は
こ
の
建
物
を
市
民
の
方
々

や
市
民
団
体
の
活
動
の
場
と
し
て
開

放
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
嘉
納
治
五
郎
別
荘
跡
地

を
含
め
た
「
手
賀
沼
沿
い
史
跡
・
文

化
財
整
備
計
画
」
を
、

2
0
0
6年

度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

ま
じ
え
た
検
討
組
織
で
策
定

し
ま
す
。

近
く
に
立
地
す
る
杉
村
楚

v嘉納治五郎別荘跡地

企アビスタの駐車場から見定嘉納治五郎別荘跡地

日
川
郡
邸
や
旧
村
川
別
荘
、
志
賀
直
哉

邸
跡
、
武
者
小
路
実
篤
邸
跡
、
瀧
井

葬
祭
跡
な
ど
の
史
跡
や
文
化
的

ポ
イ
ン
ト
を
つ
な
ぎ
、
歴
史
と
自
然

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
エ
リ
ア

と
し
て
、
効
果
的
に
整
備
し
ま
す
。

市
の
重
点
施
策
で
あ
る

「手
賀
沼

を
中
心
と
し
た
あ
ぴ
こ
の
魅
力
向
上

や
究
流
人
口
の
増
加
」
に
つ
な
が
る

事
業
と
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
建
物
の
一
般
開
放
や
検
討

組
織
の
発
足
な
ど
つ
い
て
は
、
広
報

あ
ぴ
こ
や
ホ
l
ム
ペ

I
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

守
り
育
て
る
我
孫
子
の
緑

市
で
は
条
例
に
基
づ
い
て
市
内
の

担
加
の
緑
地
を

「保
存
緑
地
」
な
ど

に
指
定
。
さ
ら
に
、
手
賀
沼
沿
い
斜

面
林
な
ど
特
に
重
要
な
緑
地
で
、
開

発
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
市
で
買
い
取
っ
て
保

全
し
て
い
ま
す
(
下
回
・
表
参
照
)
。

市
で
取
得
し
た
緑
地
は
、
線
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
手
入
れ
を
し
て
、
市
民

開
放
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
森

(
3
カ
所
)
や
古
利
根
自
然

観
察
の
森
な
ど
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
4

文化的資源と緑の保全歴史的 • 

利根川

岡発戸地区

-歴史的・文化的資源
・保全蹴 (7)
0市民の森 (3)

2998万円

2，4261億4561万円
(慣務負担限度額)

17億9306万円

金額

9999万円
1億3699万円
1億0900万円
1億5105万円
1億3269万円
1億0807万円

295万円

面積(同)

3.676 
12.232 
7，462 
3，486 
3.317 
2.349 
590 

159.874 4億2915万円

11章4同4万円

3億0614万円

937 

14.724 

2.834 

取得年度
1996 
1996 
1997 
2001 
2002 
2002 
2002 

20ω 

20ω 

回

J

M

n
u
n
u
 

nJ』

nJι

2005 

2005予定

名称・所在地

開発戸市民の森(ー劃
古事服公園・自~観察の轟

古事服公園・自~観察の轟

船戸2丁目
寿2丁目
寿2丁目
岡発戸
船戸2丁目
(武者小路邸跡隣接地)
古利根沼

益津ミュージアムづくり事業
(錦担僻踏モデJ~事象
付J~.アカガエルの盟制

" t~ÁIl~睡制集)
緑1丁目
(嘉納治五郎別荘跡地)

船戸2丁目
(武者小路邸跡隣接地)

合計

緑
地
の
取
得
に
刊
年
間
で
約
四
億
円

市

長

信

喝

靖

車

。

も
ち
ろ
ん
市
が
取
得
す
る
の
は
、

手
賀
招
沿
い
な
ど
の
特
別
な
場
所

で
、
買
い
取
り
以
外
に
方
法
が
な

い
場
合
に
限
ら
れ
、
市
全
体
の
緑

地
を
買
い
取
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
民
ぐ
る
み
で
緑
地
を

保
全
し
て
い
く
仕
組
み
を
作
り
、

緑
地
所
有
者
と
の
協
力
を
一
層
強

め
て
い
き
ま
す
。

市
は
こ
の
凶
年
間
で
、
緑
地
や

水
面
の
取
得
に
約
四
億
円
の
予
算

を
投
入
し
ま
し
た
。
市
民
債
な
ど

の
協
力
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

市
と
し
て
か
な
り
大
き
な
投
資
だ

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
自
然

環
境
の
保
全
と
我
孫
子
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
、
必
要
な
事
業
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

気象台記念公園基本計画(案)にご意見を
気象台記念公園(新木野2丁目)の整備に関して、

市民委員と市職員による気象台記念公園整備計画懇

談会の提言 (2005年2月)を踏まえ、下記の2つを

基本に基本計画(案)を作成しました。市民の皆さ

んのご意見を募集します。
①多くの人が多目的に使える開放的な緑地空間

②気象に関する資料や岡田武松記念館の整備

なお、基本計画(案)の内容は、市ホームページ、

各行政サービスセンター、我菰子駅前行政連絡所で

ご覧になれます。

提出方法 ハガキかファクスかEメールのいずれか
で、 3月3日必着で、〒 270・1192市役所公園緑地

諜(住所省略可)、開7185・4329、Eメールkouen
ryokuchi@city.abilくo.chiba.jpヘ
固公園緑地諜・内線544

213.907 

回線の世代の来し方行£時三
間もなく定年を迎える団塊の世代カ注目を集めています。我

孫子市の団塊の世代は約1万人。市人口の8%をしめる大きな

存在です。市ではシニア世代のための「ょうこそ地域活動"'50

代60代のためのインターンシップJに取り組み、また「あぴこ
綴Jでは醐の世代のための学習プログラムについて検討を
始めています。

団塊の世代の皆さんの充実したセ力ンドライブのために、ぜ
ひ、お出かけください。

日時・場所 2月25日出午後2時から4時、アビスタ
講師佐野虞ーさん(ノンフィクション作家大宅壮一ノンフ

ィクション賞受賞)

対象先着100人(入場無料)

主催我頚子市

固我顎子地区公民館ft7182・0511

人- ち宇品なか昼主
主主む緑つつをしら鳥 -
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所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告

申
告
期
間
は
2
月
内
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で

所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
期
聞
は
、

2
月
時
日
か
ら
3
月
刊
日
日
ま

で
で
す
。
税
務
署
や
市
内
の
申
告
会
場
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
の
方
は
、
な
る
べ
く
国
税
庁
の
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

-ー-
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
柏
税
務

署
で
受
け
付
け
ま
す
。

税
務
署
で
は
、

2
月
四
日
と
お
日

の
日
曜
日
も
申
告
書
用
紙
の
配
布
や

申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
申
告

書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は
、

4
月
ま
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
電
車

ti' 

E~:;' 1)" :J国軍属際司

震観形成星取計画の

衰更素案ZZ意見を

怠第 1159号

景
観
形
成
基
本
計
画
は
、
市
の
景

観
形
成
の
目
標
や
+
d町
、
推
進
の
方

策
な
ど
を
ま
と
め
た
計
画
で
す
。

昨
年
8
月
、
我
孫
子
市
は
景
観
法

に
基
づ
く
景
興
行
政
団
体
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
計
画
の
内
容
の
一
部
を

変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
変
更
点
は
、
景
観
法
で
い
う

「
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
す
る
計

画
」
を
新
た
に
加
え
る
も
の
で
、
現

在
指
針
で
示
し
て
い
る
建
築
行
為
や

-
パ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
I
ジ
で
申
告
書
の
作
成
を

国
税
庁
の
ホ
I
ム
ペ

I
ジ

7
2
q

¥
¥
老
若
者
-
ロ

gy・関
0
・
旬
で
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
。

画
面
案
内
に
従
っ
て
入
力
し
、
印

刷
し
て
必
要
書
類
を
添
付
す
る
だ
け

で
、
自
宅
で
い
つ
で
も
作
成
で
き
ま

す
。
用
紙
だ
け
の
印
刷
も
で
き
ま
す
。

語
渡
所
得
の
申
告
は
税
務
署
で

何
年
中
に
土
地
、
建
物
、
ゴ
ル
フ

会
員
権
、
株
式
な
ど
の
資
産
を
売
却

開
発
行
為
な
ど
を
行
う
場
合
の
景
観

づ
く
り
の
基
準
を
計
画
に
移
し
ま
す
。

市
で
は
、
計
画
の
変
更
紫
案
に
つ

い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

繁
案
の
全
文
は
市
役
所
行
政
情
報

資
料
室
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
我
孫
子
駅
前
行
政
連
絡
所
、
ア

ピ
ス
夕
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
湖
北
地
区

公
民
館
、
市
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

提
出
方
法
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

E

メ
I
ル
の
い
ず
れ
か
で
、

繁
案
へ
の

意
見
を
3
月
2
日
必
着
で
一
T
2
7
o

l
l
l
9
2
市
役
所
都
市
計
画
課

(
住
所
省
略
可
)
削
7
1
8
5
・
4

3
2
9
E
メ
l
ル
4
5
1
M
F
W
O
F
W釦

E
@
a
q
-
ω
E
W
0・
S
Fど
℃
へ

。
意
見
交
揖
会

日
時

2
月
四
日
出
午
後
1
時
加
分

場
所
庁
舎
分
館
大
会
議
室

内
容

紫
案
の
説
明
、
意
見
交
換

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
7
8

し
た
方
は
、
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
所

得
税
の
確
定
里
忌
必
要
で
す
。

不
動
産
の
売
却
、
交
換
、
買
換
え

や
株
式
の
売
却
な
ど
に
よ
る
譲
護
所

得
は
「
分
離
課
税
」
と
な
り
ま
す
。

「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
B
(第一

表
、
第
二
表
)
と
第
三
表
(
分
離
課

税
用
)
」
の
用
紙
を
使
い
、
給
与
、

年
金
、
事
業
な
ど
の
他
の
所
得
と
一

緒
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ホ

ー
ム
を
売
っ
た
場
合
の
3
0
0
0万

円
の
特
別
控
除
な
ど
の
特
例
は
、
確

定
申
告
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ゴ
ル
フ
会
員
権
や
貴
金
属
、
書
画

霊
品
な
ど
を
売
っ
た
り
、
借
家
人

が
立
退
き
料
な
ど
を
受
け
取
っ
た
場

合
の
韻
護
所
得
は
「
総
合
課
税
」
と

な
り
ま
す
。
「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
B
」
の
用
紙
を
使
い
、
他
の
所
得

と
一
緒
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
の
申
告
は
、
市
内
の
申

告
会
場
で
は
指
導
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

税
務
署
ま
た
は
国
税
庁
の
ホ
I
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告
は
、
市
民
会
館

な
ど
市
が
開
設
す
る
会
場
(
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。
会
場
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
に
よ
る
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
と
恩
わ
れ
る
方
に
は
、

1
月
初
日
に
市
県
民
税
申
告
書
を
発

送
し
ま
し
た
。
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
方
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
課

税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

内容

。市県民税の申告受け付け
。作成済みの確定申告書の預かり(柏税務
署ヘ回送)

。簡単な確定申告書の作成指導
※次の方の確定申告はこちらの会場では指
導できません。柏税務署ヘご相談ください。
*収支計算が必要な事業所得者(自営業、
農業、不動産業、作家など)

*土地、建物、株式などの譲渡所得の申
告をする方

*青色申告、過年分の申告、平均課税の
申告をする方

*住宅借入金等特別控除、雑損控除外
国税額控除を受ける方

※上記各会場の受付時間は 9:00-11 : 30、13: 00 '" 1 5 : 30です。

日程 場所 内容

2月20日(月)-24日幽 市民プラザ O市県民税の申告受け付けのみ

※市民プラザ会場の受付時間は 10:00 -12: 00、13: 00 -15 : 30です。

v市が開設する申告会場
日程 場

2月16日同・17日幽・
19日(日)

2月20日(月) 新木近隣センター

2月23日同 湖北地区公民館

2月26日(日) 市民会館

2月27日(月) 布佐南近隣センター

2月28日ω-3月3日樹市民会館

湖北台市民センター
(駐車場はありません)

所

市民会館

将
来
の
宮
地
の
定
め
巴

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
会
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
の

納
め
る
保
険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

あ
な
た
や
家
族
の
年
金
の
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険
料
は
忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
の
ま
ま
で
い
る
と
i

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生
活
を

保
障
す
る
老
齢
基
礎
年
金
、
事
故
な

ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
支
給
さ

れ
る
障
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持

し
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

支
給
さ
れ
る
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
額

が
低
額
に
な
っ
た
り
、
受
給
で
き
な

く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
年

金
も
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

口
座
握
替
な
ら
前
納
割
引
も
市
別

r

何
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
日
万

6
3
2
0
円
を
ま
と
め
て
前
納
す
る

と
、
現
金
払
い
で
は
2
9
5
0
円
の

割
引
、
口
座
振
替
で
は
3
4
9
0
円

(
5
4
0
円
増
)
の
割
引
と
な
り
ま

す。
6
カ
月
前
納
も
口
座
振
替
が
有
利

に
な
り
ま
す
の
で
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
の
口
座
振
替
日
は
、

4
月
初

日
(
今
年
は
4
月
初
日
が
休
日
の
た

め
5
月
1
日
)
で
す
。
す
で
に
口
座

振
替
で
1
年
度
分
の
前
納
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
あ
ら
た
め
て
届
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
口
座
掻
替
で
の
1
杢
度
分
の
前
納

は、

2
月
中
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

手
続
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、

預
金
通
帳
、
届
出
印
を
持
ち
金
融
機

関
ま
た
は
松
戸
社
会
保
険
事
務
所
へ

皇
轟
に
証
明
票
付
が
義
務
自

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
税
申
告
す
る
際
に
「
社

会
保
険
料
(
国
民
年
金
保
険
料
)
控

除
証
明
書
」
な
ど
の
証
明
書
を
添
付

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
民
税
な
ど
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

3月6日(月)

3月7日附-10日臥
市民会館

3月14日ω.15日制

昨
年
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
控
除
証
明
書
(
ハ
ガ
キ
)
が
、

社
会
保
険
庁
か
ら
昨
年
の
日
月
上
句

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
日
月
以
降
に
は
じ
め
て
保
険
料
を

納
付
し
た
方
へ
は
、
今
年
の
2
月
上

旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

と
き
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納

付
し
た
方
の
所
得
税
な
ど
の
控
除
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の

際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
に
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書
も

申
告
す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
問
い
合

せ
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
宮
0
5
7
0
・

∞
・

9
9
1
1
へ

(
3月
刀
固
ま
で

の
平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
)

圃
国
保
年
金
課
・
内
線
3
5
5

柏税務署からのお知らせ
贈与税の申告

2005年中に不動産、現金など110万円以上の

贈与を受けた方は、贈与税の申告が必要です。

住宅取得等資金の贈与の特例や配偶者控除の

特例などの適用を受けるときは、贈与税がかか

らない場合でも申告が必要です。

申告と納税の期限

申告と納税の期限は、所得税と贈与税が3月
15日、消費税(個人事業者)が3月31日です。

金融機関の窓口で納付できますのでお忘れなく。

所得税と消費税は、口座振替が便利です。振

替日は2005年分の所得税が4月20日、消費税

が4月27日です。

固柏税務署c7146・2321

税理士会による

無斜申告相談会
r(仮郁男女共開参画審議会の委員を募集1

千葉県税理士会相支部では、税理士に

よる無料申告相談会を開催します。

相談の対象は、小規模納税者の所得税

・消費税の申告と、年金受給者・給与所

得者の所得税の申告です。

日時 2月20日聞から24日幽午前10時

から正午、午後1時から3時30分

蝿所市民プラザ

※会場は午前10時前には入れません。

※混雑状況により、終了時間前に受け付

けを締め切る場合があります。

固千葉県税理士会柏支部c7164・1719

2人(他の審議会などの委員に委嘱

されている方は鴎できません)

任期 2年間

審議会の開催年3回程度(平日昼
間に開催予定)

選考方法市選考委員会で決定

応募方法・固 「我孫子市の男女共

同参画社会づくりJについての意見

や提言を800字程度にまとめ、住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を明記

し、 3月13日必着で〒270・1192市

役所男女共同参画担当(住所省略可)

.内線293ヘ郵送または持参

市では、 「男女共同参画プランJ
の施策を推進するため、市長を本部

長とする庁内推進組織と、市民で構

成する「男女共同参画社会づくり推

進懇談会Jを設置しています。

このたび、懇談会委員の任期満了

にともない、懇談会に蛮わって i(仮
称)男女共同参画審議会Jを設置し、

公募委員を募集します。

審議会委員には、 「男女共同参画

プランJの推進などについて、審議

・提言をしていただきます。

対象・定員市内在住・在勤の男女、

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp図 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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市尽文化講座生を募集
※お子さんを連れての受講はご遠慮くだ

※応募が5人未満の講座は、開講しない

※旧村川別荘には駐車場はありません。

アビスタの駐車場は有料。(1時間以内

は無料。以後1時間につき100円)

主催 我孫子市民文化講座連合会

圏各講師ヘ

体
育
施
設
の
予
約
申
し
込
み
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
可
能
に

利
用
語
望
者
は
使
用
者
登
録
を

一
部
の
体
育
施
設
(
左
衰
)
の
予

約
申
し
込
み
が
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い
る
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
情
報
端
末
か
ら
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
は
、
使

用
者
登
録
が
必
要
で
す
の
で
事
前
に

受
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
開
始
は

4
月
1
日
で
、

7
月
1
日
利
用
分
か

ら
の
予
約
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

施
設
の
予
約
方
法
や
申
し
込
み
方

V刊妨法ガ変わる施設

施設名

市民体育館メインア
リーナ・武道場・会
議室・野球場
利根川ゆうゆう公園
野球場(一般用A'
B面)
市民体育館テニスコ

-ー-

法
な
ど
詳
し
く
は
、

3
月
1
日
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
施
設
予
約
の
申
し
込
み
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
民
体
育
館
窓
口

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

。
使
用
者
登
録

使
用
者
登
録
は
、
団
体
・
グ
ル
ー

プ
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
市
民
体

育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
個
人
で
も

登
録
が
可
能
で
す
。

。
使
用
者
登
録
の
方
法

登
録
用
紙
(
市
民
体
育
館
、
教
育

委
員
会
、
市
役
所
市
民
課
、
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
駅
前

行
政
連
絡
所
、
各
近
隣
セ
ン
タ
ー
、

ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地
区
公
民
館
、
市

民
プ
ラ
ザ
、
市
民
会
館
に
用
意
)
に

必
要
事
項
を
記
載
し
、

3
月
初
固
ま

で
に
登
録
用
紙
が
配
置
さ
れ
て
い
る

期間 4月から07年3月まで

対象継続して受講できる18歳以上の市

内在住の方

申し込み往復ハガキに住所、館、年

齢、電話番号、講座名、受講場所、受講

目、講師名を明記し、 3月11日必着で〒

270・1165並木8の2の8鈴木通子ヘ

※応募者多数の場合は抽選。(結果は3

月末日までに通知します)

公
共
施
設
の
い
ず
れ
か
に
提
出
(
市

民
体
育
館
の
み
郵
送
可
)
。

※
3
月
幻
日
以
降
は
、
登
録
用
紙
の

配
置
場
所
と
提
出
場
所
は
市
民
体
育

館
の
み
と
な
り
ま
す
。

。
使
用
者
登
録
を
し
た
方
に
は
、
公

共
施
設
使
用
者
登
録
カ
l
ド
を
送
付

使
用
者
登
録
し
た
方
に
は
3
月
中

に
、
登
録
番
号
・
使
用
登
録
者
名
を

記
載
し
た
「
我
孫
子
市
公
共
施
設
使

用
者
登
録
カ
I
ド
」
を
郵
送
し
ま
す
。

※
3
月
幻
日
以
降
は
即
日
交
付
。

。
窓
口
予
約
の
み
の
姑
設

湖
北
台
中
央
公
園
野
球
場
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
手
賀
沼
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
野
球

場
(
少
年
用
A
-
B
面
)
・
サ
ッ
カ

ー
場
、
五
本
松
運
動
広
場
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
市
民
体
育
館
窓
口
で

受
け
付
け
し
、
受
付
開
始
日
は
希
望

す
る
日
の
3
カ
月
前
か
ら
で
す
。

圃
教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7
1
8

7
・
7
5
5
5

ひとり親家庭の皆さんヘ

1入学・就職祝金の
?申請をお忘れなく

対
象
児
の
生
年
月
日
市
小
学
校
入

学
・
・
・
平
成
日
年
4
月
2
日
か
ら
ロ
年

4
月
1
日
市
中
学
校
入
学
:
・
平
成

5
年
4
月
2
日
か
ら
6
年
4
月
1
日

市
高
等
学
校
入
学
か
就
職
・
・
・
平
成
2

年
4
月
2
日
か
ら
3
年
4
月
1
日

受
給
資
格
者
市
配
偶
者
の
な
い
方

で
、
対
象
児
を
養
育
し
て
い
る
母
ま

た
は
父
市
対
象
児
を
母
ま
た
は
父

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方

申
請
方
法
申
静
香
(
保
育
課
に
用

意
)
に
必
要
事
項
、

A
エ
給
資
格
者
の

銀
行
預
金
口
座
番
号
(
郵
便
局
は
除

く
)
を
明
記
し
、
戸
籍
謄
本
(
受
給

資
格
確
認
用
)
を
添
付
し
、

3
月
8

固
ま
で
に
一
T
2
7
O
I
l
l
9
2
市

役
所
保
育
課
(
住
所
省
略
可
)
郵
送

ま
た
は
持
参

※
児
童
扶
養
手
当
認
定
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
助
成
資
格
者
の
方
に

は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
先
・
圃
保
育
課
・
内
線
3
4

7
 

L 市民図書館 J 
市民スタッフを事鍵
市民図書館

では、読書の

楽しさを広め

る事業に協力

していただける市民スタッフを募集

します。

活動日時 サービスを受ける方の希

望により曜日・時間を決定

活動場所 市民図書館と市内の公共

施設

内容子どもへの絵本や紙芝居の読

み聞かせ、高齢者への本の紹介、学

校図書室の読書環境整備ほか

定員 6人(資格は不問)

報酬半日500円、 1日1000円

選考方法面接

申し込み 申込書(市内の図書館に

用意)に必要事項を明記し、 2月
28日まで市民図書館または分館ヘ

持参(郵送不可)

固市民図書館D7184・1110

暗髭随員を.・
対象・定員司書3人程度
雇用期間 06年4月1日から07年3月

31日(更新あり)

勤務時間 午前8時30分から午後5
時・正午から午後8時30分のシフト制

勤務で、月16日(土・日・祝日を含む)

動務場所市民図書館、分館

報酬月16万8000円(突通費別途)

選考方法 小論文試験 (3月5日実

施)の合格者の中から面接により選考

申し込み 申込書(市民図書館・名分

館に用意、ホームページからダウンロ

ード可)に必要事項を明記し、縦45mm

×横35mmの写真2枚(上半身無帽で6

カ月以内に撮影)を樹、司書資格証

明書(コピー可)または資格取得見込

証明書を添付のうえ、 2月16日から28

日(月曜日を除く)午前9時30分から

午後5時にアビスタ内市民図書館2階

事務室ヘ本人が直接持参(郵送不可)

圃市民図書館D7184・1110

踊座名 受講日 内容
定 受講料 講師名

場所
員 (月額) 電話番号

書道A 第金1 ・第午3 15 (3テ，キ0ス00ト側円) 
阿部杏瑠 湖北地区公民館|

曜日前 人 7188・7428

書道B 土第2 ・第午4 漢字、仮名 15 (3テ，キ0ス00ト仰円n 佐藤白峰 市民会館
曜日後 の初歩から 人 7188・部04

書道C 第水1 ・第午3 15 (3テ，キ0ス00ト側円) 
落合芳庵 アビスタ

曜日前 人 7139・8387

茶道(裏) 第火1 ・第午3 15 (3水，屋50料0含円む) 中根宗節
アビスタ

曜日前 人 7189・2465

茶道(表)
15 (3水，屋50料0含円む) 中村宗弘

湖北地区公民館
曜日前 茶道の初歩 人 7189部 03

茶道(裏) 第水1 ・第夜3 から 15 (3水，屋50料0含円む) 亀山宗圭
アビスタ曜日間 人 7183・0608

茶道(表) 第水1 ・第午3 15 (3水，屋50料0含円む) 浅野宗苑
旧村川別荘曜日前 人 7182・邸88

水墨画 第火1 ・第午3 初き絵歩かまでらはが 15 
3，000円

高畑鞠子
湖北地区公民館

曜日前 人 7187・1914

油 絵 第土2・第午4 油絵・アク 15 
3，000円

日暮朝納
市民会館

曜日前 リル 人 7182・4048

水彩画 水歩彩画の初 20 3，000円
山田きんしん

アビスタ曜日間 から 人 7184・1230

日本画 第火1 ・第午3 水彩本植画物画と 15 
3，000円

中尾葉子
アビスタ

曜日前 日 の初歩 人 7188・9850

華(池坊道) 
第1 ・第午3 15 

(花2代010目0制円円)
高崎きち子

アビスタ
月曜日後 人 7182・4376

華 道 華道の初歩 15 
(花2代，010自0制円円)大沢恭子 湖北地区公民館(嵯峨御流) 曜日前 から 人 7188・4064

(搬華浦和道齢)
第水2・第午4 15 

(花2代010目0制円円)
折居藤子

旧村川別荘曜日前 人 7188・7802

短歌 第土2・第午4 短歌の初歩 15 
2，000円

榊原敦子
市民会館

曜日後 から 人 7184・9435

(謡宝生流曲) 
第2・第午4 宝生流謡曲 15 

2，500円
圧田広好

湖北地区公民館
日曜日前 の初歩から 人 7188・3245

(謡観世流曲) 
第2・第午4 観世流謡曲 15 

2，500円
大熊静雄

アビスタ
日曜日前 の初歩から 人 7182・3759

パンフラワー 第水曜1日・夜第間3 制作・油彩・ 15 
江2具，0・0材0紺旬円1) 

阿部乃里子
アビスタアレンジ 人 7182・8556

七宝銀工粘芸土と第金2・第午4 七宝焼と銀粘 15 
江2具，0・0材0新明円) 

荻野紀子
アビスタ

曜日後 土の歩から 人 7188・ω68

手編み
第1・第3手作りニット 15 2，00材0新旬円1) 鈴木通子

湖北地区公民館
火曜日午前 の初歩から 人 江具・ 7182・7669

デコパージュ
第2・第4季節に合わ 15 2，00材0紺旬円1) 机邦子

湖北地区公民館
火曜日午前 せ、初歩から 人 江具・ 7184・5737

和紙人形
第2・第4和紙人形の 15 2，00材0新旬円1) 緑川和子

市民会館
土曜日午前 初歩から 人 江具・ 7184・8011

俳 句
第2・第4俳句の初歩 15 

2，000円
大平芳江

旧村川別荘土曜日午後 から 人 7184・0501

囲碁
第1・第2・第3・囲碁入門 20 2，500円

村山登
アビスタ

第4水曜日午前 コース 人 7169・3875

日本舞踊
第1・第3古典舞踊の 15 

3，000円
藤間敬紫寿

アビスタ
金曜日午後 初歩から 人 7184・2750

着付け
第1・第3普段着から礼 15 

2，500円
鈴木徳桔

湖北地区公民館
土曜日午前 装まで自分で 人 7188・2806

詩吟
第2・第4吟詠の初歩 10 

2，000円
斉藤郁子

旧村川別荘水曜日午前 から 人 7182-3356 

祝
金
の
額

万
円

対
象
児
侃
年
3
月
1
日
現
在
、
市

内
に
居
住
し
、
住
民
受
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
お
子
さ
ん
で
、

今
年
4
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ
く

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど

に
入
学
す
る
方
、
ま
た
は
今
年
3
月

末
固
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
し
、
今

年
4
月
に
就
職
す
る
方

受講時間

?ビスタ、湖北地区公民館、旧村川別荘

O午前の部…9時30分"'11鴎30分(華道の午前の部は10時"'11時30分)

0午後の部…12時30分"'14時30分 O夜間の部…叩時30分"'20時30分

市民会館

O午前の部…9時30分"'11開30分

ζ剃踊ceeぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 

O午後の部・.13崎"'15開
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の
新

規

事

業

を

採

択

9 

こ
れ
に
よ
り
、
市
債
残
高
を
減
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
経
常
的
経
費
は
、
各
部
局

が
前
年
度
の
予
算
額
を
圧
縮
し
、
事

前
に
枠
配
分
さ
れ
た
範
囲
内
で
創
意

工
夫
し
な
が
ら
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

7
つ
の
特
別
会
計
を
加
え
た
予
算

総
額
(
水
道
事
業
会
計
を
除
く
)
は

5
6
5
億
6
9
2
0
万
円
で
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
と
介
護
保

険
特
別
会
計
の
増
加
な
ど
に
よ
り
2

・
7
%
の
増
と
な
り
ま
す
(
表
1
)
。

人
件
費
は
、
-
億
5
4
1
9
万
円

の
減
で
、
市
税
に
対
す
る
常
勤
職
員

の
人
件
費
比
率
は

2
・
1

%減
の

m

・
9
%
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
臨
時

財
政
対
策
債
な
ど
を
除
い
た
市
債
は
、

比
億
2
8
1
0万
円
と
な
り
ま
す
。

2
0
0
6年
度
の
当
初
予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
新
規
事
業
の
選
定
は
、
市
ホ
l
ム
ペ
lジ
で
採
択

・
不
採
択
の
状
況
を
公
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。
当
初
予
算
案

の
概
要
と
主
な
新
規
事
業
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
項
目
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
予
算
案
は
今
後
、
市

強
会
で
の
審
輔
帽
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

-ー-怠第 1159号

事
可
能
な
霊
運
営
の
た
め
ほ

ω杢
度
予
算
の
編
成
は
、
扶
助
費

や
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
の
経

常
的
な
歳
出
が
増
加
す
る
一
方
、
歳

入
は
定
年
退
職
者
の
増
加
な
ど
の
影

響
で
大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
ず
、

厳
し
い
状
況
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。何

年
度
は
第
3
期
実
施
計
画
ス
タ

ー
ト
の
年
で
も
あ
り
、
市
の
財
政
運

営
の
あ
り
方
な
ど
を
提
言
し
た
行
政

改
革
市
民
推
進
委
員
会
の
「
財
政
改

革
に
関
す
る
提
言
」
を
踏
ま
え
、
予

算
編
成
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
財
源
で
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
行
う
た
め
、
財
政
硬
直
化

の
大
き
な
要
因
と
な
る
人
件
費
は
、

前
年
度
よ
り
1
億
5
0
0
0
万
円
の

削
減
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

市
債
は
、
地
方
交
付
税
の
一
部
が

振
り
替
、
え
ら
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債

な
ど
を
除
い
た
市
債
を
日
億
円
程
度

に
抑
え
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

06年度予算案、新規事業の採択の状況、パブリックコメン卜(意見募集)でいただい

た意見と市の考え方の詳細は、行政情報資料室、各行政サービスセンター、我孫子新前行

政連絡所、アビス夕、市民プラザ、湖北地区公民館、市ホームページでご覧になれますo

v表 106年度の会計別予算案

会計名 06年度予算額

305億7100万円

106億4000万円

71億8700万円

50憶700万円

30億4000万円

5800万円

5420万円

1200万円

565億6920万円

増減

-0.2% 

+11.1% 

+3.6% 

+11.5% 

-5.0% 

-24.7% 

-1.8% 

-90.5% 

+2.7% 

05年度予算額

306億3400万円

95億8100万円

69億3900万円

44億8900万円

32億円

7700万円

5520万円

1億2630万円

551億150万円

一般会計

国民健康保険事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

公共用地取得事業特別会計

手賀沼浄化事業特別会計

合計

亨
算
総
額
は
2
・7
%
の
増

歳
入

一
般
会
計
は
、
前
年
度
に
比
べ

0

.
2
%減
の
3
0
5億
7
1
0
0万

円
で

2
年
連
続
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

改
正
に
よ
り
市
民
税
が
増
収
と
な
る

た
め
1
・
7
%増

。
地
方
交
付
税
・
:
交
付
税
総
額
が
抑

制
さ
れ
る
た
め
日
・

8
%減

。
地
方
議
与
税
・
:
税
源
移
譲
分
の
所

得
譲
与
税
の
増
に
よ
り
4
・
8
%増

。
市
債
・
:
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額

な
ど
で

2
・
8
%減

歳
出

。
民
生
費
・
:
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
、
児
童
手
当
の
支
給
拡
大
や

生
活
保
護
費
の
支
給
増
加
な
ど
で
日

.
8
%増

。
総
務
費
:
・
我
孫
子
商
近
隣
セ
ン
タ

ー
や
布
佐
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
-

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
整
備
終
了
な
ど

で
m
-
6
%減

。
教
育
費
・
:
耐
震
補
強
工
事
を
含
む

校
舎
の
大
規
模
改
造
(
我
孫
子
第
三

小
学
校
・
白
山
中
学
校
)
の
経
費
が
、

前
年
度
の
2
校
に
比
べ
少
な
く
て
す

債務負担合計@+⑥+@

18億5727万円 14億2810万円 10億2925万円 43億1462万円

む
こ
と
な
ど
か
ら
5
・
1
%減

新
規
事
業
へ
の
意
見
は
お
項
目

市
で
は
、
侃
年
度
の
新
規
事
業
の

選
定
を
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(
意
見
募
集
)
で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
た
。

各
課
か
ら
提
出
さ
れ
た
2
1
5
事

業
を
、
事
業
の
必
要
性
(
シ
ニ
ア
世

代
の
能
力
や
経
験
の
活
用
、
若
い
世

代
の
定
住
化
、
交
流
人
口
の
増
加
な

ど
の
重
点
施
策
に
資
す
る
事
業
か
、

市
民
ニ

l
ズ
や
緊
急
性
が
強
い
か
)

な
ど
の
事
業
採
択
基
準
に
よ
り
判
定

し、

1
4
9
事
業
を
採
択
し
ま
し
た

(表
2
、
表
3
参
照
)
。

な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

は
、
日
件
お
項
目
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
(
表
4
)
。

圃
予
算
案
:
財
政
担
率
一
宮
7
1
8

5
・
1
4
4
2
、
新
規
事
業
:
・
企
画

調
整
担
当
官
7
1
8
5
・
1
4
2
6

項 目

市の貸借対照表(B/S)や資金状況表の作成

地域産業の活性化と商工費

公共施設アスベスト使用実態調査

地域密着型サービス拠点の整備

道路の維持補修

高野山のまちづくり

利根川ゆうゆう公園などの公園整備

我孫子産米の学校給食の導入

小・中学校教師用教科書と指導書の配布

パブリックコメントの資料

予算編成のありかた

2億6000万円

V表4寄せられた意見(11件・ 23項目)

項目

若松地区の治水関係予算

内水によるハザードマップの作成

並木地区の排水路工事

泉地区管内貯留施設の整備

募集した意見の公表の仕方

公用車への低公害車の導入

天王台西公園の管理

天王台駅から泉に抜ける道路の整備

パブリックコメントの周知

児童館など世代交流の場の整備

音楽ホールの整備

ふれあいキャンプ場の使用料

手o註i成平 局司zE 
易案 18 
身)四 年

持苧
圃日 一目回一目

号日 市id議1 の

面 f詳a 
f主叶 話定=E 

警内で広警 修羽
6O すま;月l 4z4bzh z 

「あびこ市民活動ステージョンJの開設!こ向けて
r(仮船市尽活動サボ『ト雷員1舎の田会員を募集可

V表2主な新規事業(※参照) (事業費5000万円以上)

事業名(担当課) 事襲名(担当課)

市全域の家庭ごみ収集業務委託 道路の維持補修(道路課)
(クリーンセンター)

並木地区の排水路の改修(治水課)
湖北駅北口自転車駐車場の整備
(交通整備課) 泉地区管内貯留施設の整備(治水課)

地域密着型サービス拠点などの整備 高野山まちづくりの推進(都市計画課)
(介護支援課)

布佐駅東口駅前広場の用地取得
私立恵愛保育園施設整備への補助 (都市計画課)
(保育課)

利根川ゆうゆう公園の整備
私立川村学園付属保育園への保育実施委 (公園絹地課)
託(保育課)

我孫子駅前土地区画整理事業の推進 減産。
児童手当などの支給拡大(保育課) (区画整理課) 勢禁裏
市営住宅小暮団地の用地取得 我孫子駅北口土地区画整理事業の推進 示綾許
(施設建設課) (区画整理課) 廃と価

湖北駅・北口線の整備(道路課) 小・中学校校舎の大規模改造 去2雪
手賀沼公園・久寺家棋の整備(道路課) (教・総務課) 宍主 5
※新規事業は、新たに取り組む事業、新たな視点や手法で行う事業、施設建設など事業が 税めい
本格化する事業、既存事業のうち投資額が大きいもので企画調整室が指定する事業です 制 、固

。度定定
※新規事業の総数11149事業で、表内の18事業のほかに131の新規事業があります。 の率資

V表3新規事業の財源内訳

一般財源④ 地方債(市慣)⑥その他帽助金等)@

座-受流会の企画・運営など

※市民活動の抱強は聞いません。

報酬無報酬

申し込み・固 ファクスまたはEメールで住

所、氏名、連絡先希望の部会名を明記し、

3月3日までに事務局(市民活動支援謀)剛

7185-5777Eメー)lJshiminkatsudou@city.

abiko.chiba.jpft7185・1467ヘ
部会員募集説明会

日時 2月24日樹午前10時から正午

場所市民会館

内容部会の側、活動内容の説明

ボランティア・市民活動サポートセンター

運営委員会では、あぴこ市民活動ステーショ

ン(我孫子駅南口に建設中のピル10階)で

市民活動や市民事業を応援する(仮称)市民

活動サポート委員会(市民=利用者・市・社

会福祉協議会による三者共同運営)の部会員

を募集します。

部会の内容 総務部会・・サポート委員会内の

会議運営、会計、連絡調整など

情報部会…情報収集、広報紙やホームページ

の作成、一パンクの運営など

研修・受澗会…市民活動の相談、研修・講

千葉県最低賃金
が改正

産業別最低賃金
県内で働く労働者(パート、アルバイト

を含む)に適用される「千葉県最低質金Jと、
特定の業種で 件名 改正額

働く労働者の千葉県最低賃金 682円

「産業別最低 調味料製造業 771円

賞金Jが改正産鉄錆業 8∞円

されました。 業一般機械器具製造業 7鈎円

(諸手当は含 11礎誌鴇 7部円

みません) 低・デバイス製造業

固千葉労働賃精密機械器具製造業 771円

局襲金室合金各種商品小売業 751円

043・221・23 自動車(新車)小売業 781円

28 (テレホンサービスc043・221・4700)

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp図 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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古
利
根
沼
は
、
周
辺
の
緑
と
一
体

に
な
っ
て
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
だ

し
て
い
ま
す
。
古
利
根
沼
の
自
然
環

境
を
守
る
た
め
、
水
辺
清
掃
を
行
い

.._ -.. ti 怠

-・・・・・・・・lI1JIj司

4 トー

青我山湖台排よ水込路ー-'1-古利+根集沼合場所

大和団地

lニ.小 ガスソタ リン 湖
国道356号 ンド・ ::11: 

ー一 天王台 -7レス7ミトラリーン 11 

至布佐県道我孫子利根線至国道6号

第二小

h
p
古
利
根
沼
中
央

我
湖
排
水
路
広
場

i嗣島近なとり理局 tび之

すすタ旦切シ
(ホオジ口科)

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
お
日
側
午
前
9
時
集
合
、

日
時
却
分
終
了
予
定
(
小
雨
実
施
)

集
合
場
所
古
利
根
沼
中
央
我
湖
排

-M.iIII~rcl湾'/I・

水
路
広
場
(
地
図
参
照
)

持
参
長
靴
ま
た
は
運
動
靴
、
寧
手
、

タ
オ
ル
な
ど
(
清
掃
作
業
の
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
を
)

みどりのボランティアの
森づくり

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
が
に
ぎ
や
か
に
さ

え
ず
っ
て
い
た
夏
に
比
べ
る
と
、
静

か
な
冬
枯
れ
の
ヨ
シ
原
は
寂
し
い
風

景
で
す
。
で
も
、
ヨ
シ
原
を
注
意
深

く
観
察
し
な
が
ら
歩
く
と
、
き
っ
と

活
発
に
動
く
小
鳥
の
群
れ
に
出
会
え

る
は
ず
で
す
。
「
チ
ユ
イ
l
ン
」
と

い
う
や
わ
ら
か
な
声
と
「
パ
チ
パ

チ
」
と
枯
草
が
は
じ
け
る
音
が
聞
こ

え
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
オ
オ
ジ
ュ
リ

写真烏の博物館友の会会員
中野久夫さん・川上貢さん(円内)
烏の博物館学芸員斉藤安行

申
し
込
み
不
要
(
直
接
集
合
場
所
)

圃
公
園
緑
地
課
・
内
線
5
4
5

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

車
で
の
ご
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
午
前
8
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
0
1
8
0

.
9
9
3
1
7
3
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。

古利根公園自然観察の森や中里市民の森では、み

どりのボランティアの皆さんによる豊かな生態系を

めざした森づくりが進められています。枯れ木の処

理や竹の間伐、植栽などのほか、タケノコ掘りや竹

炭づくりなどの活動も行っています。

18歳以上の方で活動に参加(登録)してみたい方
はお問い合わせください。

※活動日は、月1・2固ですが、一人ひとりが自分
の都合にあわせ無理のない範囲で参加しています。

申し込み・固 電話かファクスで公園緑地課-内綜

545剛7185-4329ヘ

ン
で
す
。

「
パ
チ
パ
チ
」
と
い
、
っ
音
は
、

中
に
潜
む
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
仲
間

を
食
べ
る
た
め
、
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

ょ
う
し
よ
う

が
枯
れ
た
ヨ
シ
の
葉
鞘
を
む
し
り

と
る
音
で
す
。
垂
直
の
茎
に
と
ま

り
上
手
に
食
べ
ま
す
。

手
賀
沼
で
は
日
月
下
旬
か
ら
翌

年
4
月
下
旬
ま
で
み
ら
れ
ま
す
が
、

越
冬
期
の
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
は
、
う

す
茶
色
の
地
味
な
色
合
い
で
す
。

ヨ
シ
原
で
冬
を
過
ご
し
た
オ
オ

ジ
ュ
リ
ン
は
、
夏
、
東
北
北
部
や

北
海
道
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
、

樺
太
な
ど
の
草
地
に
渡
り
繁
殖
し

ま
す
が
、
雄
は
、
頭
部
の
羽
毛
の

先
端
部
分
が
擦
り
切
れ
、
基
部
の

黒
い
羽
毛
が
現
れ
る
た
め
、
黒
い

剣
一
概
り
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
な
姿
に

な
り
ま
す
。
別
名
「
な
べ
か
ぶ
り
」

と
も
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

文

市
内
商
業
者
の
皆
さ
ん
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
で
起
業
し
た
方
や

こ
れ
か
ら
起
業
し
た
い
方
、
そ
し
て

N
P
O
の
皆
さ
ん
の
究
流
会
で
す
。

幅
広
い
情
報
の
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
し
た
り
、
新
た
な
事

業
の
発
掘
や
パ
ー
ト
ナ
ー
を
発
見
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

3
月
四
日
側
午
後
4

情報交換やネットワークづくり
新たな事業の発掘やパートナーの発見を

I市肉商業者・
コミュニティビジネス-
NPO支流サロンlを開催

時
か
ら
7
時
、
ア
ピ
ス
タ

内

容

。

講

演

会

テ
l
マ
:
・
「
ま

ち
お
こ
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
」
講
師
:
・
永
野
光
男
さ
ん
(
側
ぶ

れ
き
め
ら
〈
佐
原
市
)
常
務
取
締
役

本
部
長

)

O
究
流
会
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
経
験
や
想
い
を
交
換
し
ま
す

定

員

先

着
1
0
0
人

費
用

1
0
0
0
円
(
茶
菜
、
ふ
る

さ
と
産
品
の
お
土
産
付
)

主
催

N
P
O
法
人
A
C
O
B
A
、

我
孫
子
市

※
特
別
企
画
:
・
当
日
は
「
ふ
る
さ
と

産
品
」
で
っ
ち
の
一
品
」
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
圃
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
(
お
持
ち
の
方
)
を
明
示
し
て
、

市
民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1

4
6
7
、
問

7
1
8
5
・
5
7
7
7
、

E
メ
I
ル
巳
己

B
5
w
z
m
C仏
O
C

@
2
4・与野
0

・nzz-号
へ

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
・
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園

場
所
根
戸
新
田
(
下
図
参
照
)

利
用
期
間

4
月
1
日
か
ら
1
年
間

(
更
新
可
)

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
、
市
内
の
福
祉
施
設
や
市
内
団
体

な
ど

面
積

1
区
画
約
却
ぱ

施
設
井
戸
、
残
莱
置
場
、
休
憩
場

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
数
日
区
画
(
個
人
の
場
合
は

1
区
画
が
原
則
団
体
の
場
合
は
人

数
等
に
よ
り
複
数
利
用
可
)

利
用
料
金
年
額
9
0
0
0
円

利
用
決
定
応
募
者
名
薮
の
場
合
は

抽
選
に
よ
り
決
定

応
募
方
法
・
圃
往
復
ハ
ガ
キ

(
1

世
帯
、
-
団
体
で
1
枚
に
限
る
)
に

希
望
区
画
数
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
・
年
齢
・
職
業
(
個

人
の
場
合
)
、
団
体
名
・
構
成
人
数

(
団
体
の
場
合
)
返
信
あ
て
先
を
明

記
し
、

2
月
お
日
消
印
有
効
で
一
T
2

7
O
I
l
l
5
2
寿
1
の
凶
の
国
東

寝
ふ
た
ぱ
農
業
協
同
組
合
我
孫
子
支

庖
・
体
験
農
園
係
官
7
1
8
2
・3

1
2
1
へ

市
民
農
園
空
き
区
画

次
の
市
民
農
園
で
は
、
空
き
区
画

の
申
し
込
み
を
臨
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

農
園
名
・
場
所
・
圃
①
今
井
ふ
れ

あ
い
体
験
農
園
(
中
峠
)
、
②
鈴
木

ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
(
江
蔵
地
)
:
・

J
A東
葛
ふ
た
ぱ
湖
北
支
庖
宮
7
1

8
8
・
2
5
1
1

⑦
浅
間
前
新
田

市
民
農
園
(
浅
間
前
新
田
)
:
・
市
農

政
課
・
内
線
5
1
2
(下
回
参
照
)

地球温暖化!ザ・ストップ・
地球環境問題の一つである地球温暖化は、 C02など

の温室効果ガスカ寝因となっています。特にプラスチ、ソ

ク類は、焼却した場合C02の排出量が非常に多く、そ
の削減が急務となっています。

可燃ごみの組成分析の結果では、本来資源として分別

されなければならないプラスチνク類が5.5%混入し、
年聞の焼却量は約1800トン、 C02換算排出量は4百75
万2000kg-C02になります。これは一般廃棄物のC02
総排出量の33%にもなります。
地球温暖化の防止は、市民一人ひとりの協力がなけれ

ば成し得ません。ペットボトルやその他プラスチックな

どは、資源として分別し、ごみの減量やC02の削減に、
より一層のご協力をお願いします。
固クリーンセンターO7187・0015

安週J~-J~を守りましょう
近年、自転車による斐通事故や、歩行者の道路横

断聞の事故が多発しています。
自転車の事故では、自転車の利用者が加害者とな

り損害賠償を求められるケースも発生しています。
O自転車は、車両(軽車両)と定められています。
突通ルールを正しく理解しマナーを守って、安全に
利用しましよう。
。歩行者は、少し遠回りでも横断歩道を利用し、道

路を横断するときは、必ず止まって左右の安全を確
かめましよう。
。自転車、歩行者、自動車、それぞれお互いの立場

になって安全意識を高め、自転車と自動車は正しい
乗車を心がけ、皆さん一人ひとり力攻通jレールとマ
ナーを守り、突通安全を心がけましよう。
圏実通整備課・内線330

ζ剃踊ceeぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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債
総
W
ノ@@的
U

略黒
しはタ
て市イ
いのト
ま後ル
す援が
。、色

補付
助き
団の
体も
のの
思同
モ市
す笠

。"1;1.

%. A 

道庁
自主
は官

四 共

要努
主主
己主
省、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

軽
度
発
達
陣
害
を
め
ぐ
っ
て

.. -
日
2
月
お
日
同
日
時
i
M時
却
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
(
駐
車
場

に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)
講
師
南

谷
幹
之
さ
ん
(
埼
玉
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
保
健
発
達
部
)
対
先
着

羽
入
費
無
料
主
我
孫
子
市
学
校

保
健
会
、
我
孫
子
市
医
師
会
、
我
孫

子
市
教
育
委
員
会
申
・
圃
電
話
で

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
宮
7
1
8

F
b
・
胃
ょ
っ
-
F
O円
J

iI a 
健
康
と
福
祉
の
つ
ど
い
区

第 1159号

日
3
月
4
日
回
日
時
日
分
S
凶
時

所
市
民
プ
ラ
ザ
内
講
演
会
「
口
は

わ
ざ
わ
い
の
も
と

i
町
民
疾
患
に

つ
い
て

1
」
(
U
時
1
日
時
却
分
、

手
話
通
訳
あ
り
)
、
講
師
:
・
遠
藤
英

美
さ
ん
(
仲
村
歯
科
医
院
)
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
(
つ
く
し
野
病
院
)
、
健

康
体
操
、
マ
ジ
ッ
ク
・
南
京
玉
す
だ

れ
、
バ
ル
ー
ン
ア
I
ト
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
鳴
子
お
ど
り
、
み
ん
な
で
歌
お

う
、
折
り
紙
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
展

示
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
障
害
者
関
連

グ
ル
ー
プ
な
ど
て
無
料
喫
茶
(
手

づ
く
り
ケ
l
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
)

費
入
場
無
料
主
我
孫
子
北
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
、
我
孫
子
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
我
孫
子
市
圃
我
孫
子

北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
6

5
・
3
4
3
4
(側
・
附
・
働
9
時

s
u時
、
日
時
5
日
時
)

日
・
:
日
時

所
・・・場所

福
祉
の
ま
ち

み
ん
な
の
つ
ど
い

日
2
月
お
日
出
口
時
i
u時
却
分

所
湖
北
地
区
公
民
館
内
健
康
チ
ェ

ッ
ク
と
健
康
相
談
(
骨
年
齢
、
血
圧
、

体
脂
肪
、
肺
活
量
な
ど
)
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
(
飲
み
物
と
お
菓
子
、
先
着

1
0
0
人
無
料
)
、
大
声
コ
ン
テ
ス

ト
(
賞
品
あ
り
、
当
日
参
加
申
し
込

み
)
、
作
品
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

ミ
ニ
パ
ザ
I
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
(
白

鳳
保
育
園
器
楽
演
奏
、
あ
す
か
組
ロ

ッ
ク
ソ
I
ラ
ン
、
キ
ヤ
ツ
ツ
ア
イ
の

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
介
護
老
人
保
健
施

設
エ
ス
ペ
l
ロ
の
歌
、
松
戸
奇
術
会

の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

I
、
芝
原
長
寿
会

の
踊
り
)
圃
湖
北
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
宮
7
1
8
7
・
2
5
5
1

(
側
・
附
・
働
9
時
i
v即
時
)

替
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

ヨ

鳥
の
博
物
館
市
民
ス
タ
ッ
フ
イ
ベ
ン
ト

E

S貝
あ
わ
せ
教
室

3

日
2
月
お
日
回
目
時
i
u時
、
日
時

1
日
時
の
2
回
所
烏
の
博
物
館

内
員
殻
に
烏
な
ど
の
絵
を
描
い
て
、

平
安
時
代
の
遊
び
で
あ
る
貝
あ
わ
せ

み

eo

の
道
具
を
作
り
ま
す
。
雅
な
世
界
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
対
小
学
生

以
上
費
無
料
(
た
だ
し
、
高
校
生

以
上
は
入
館
料
が
必
要
で
す
)
圃

烏
の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1

つ』ヨ

遊
び
の
達
人
と
土
曜
の

E
午
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
1

日
2
月
お
日
回
目
時
i
日

時

所

新

木
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
お
話
を
つ
く

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

っ
て
遊
ぽ
う
対
小
学
生
、
先
着
却

人
費
無
料
申
・
圃
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
か
E
メ
I
ル
で
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
4

m
7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
I
ル

回一可釦
Wω-w可
oc--hCぬ
W

の同け可・
ωσ-W0・

n
y』

σω
』
同

u

ヨ

遊
び
の
達
人
教
室
w
i
t
h

E

中
高
生
D
A
Y

日
2
月
四
日
回
目
時
i
M時
所

近

隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
内
ボ
l
ル

遊
び
、
パ
ツ
ゴ

I
(的
入
れ
)
、
卓

球
対
小
学
生

S
高
校
生
、
先
着
羽

入
費
無
料
申
・
圃
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
か
E
メ
I
ル
で
教
育
委
員
会
社

会
教
育
謀
容
'
'
1
8
5
・
1
6
0
4

m
7
1
8
2
・
5
8
6
7
E
メ
I
ル

回一可釦
Wω-w可
o
c
-
W
Cぬ
wn-け可・
ω
σ
-
W
0・

nv-σ
白・』匂

チ
ャ
レ
ン
ジ
合
サ
ス
ケ
2
0
0
6

日
2
月
お
日
岡
山
時

i
u時
却
分

所
湖
北
台
東
小
学
校
体
育
館
(
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)
内

遊
具
を
使
っ
た
遊
び
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
対
小
学
生

i
中
学
生
(
親

子
で
の
参
加
も
可
)
費
無
料
持

上
履
き
、
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
着
替
え
主
我
孫
子
市
脅
少
年

相
談
員
連
絡
協
議
会
、
我
孫
子
市
教

育
委
員
会
堕
口
野
宮
0
9
0
・
3

5
4
4
・
3
3
5
2

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
I
教
室

日
3
月
包
日
働
却
時
市
役
所
出
発
S

U
日
冊
目
時
帰
着
予
定
所
山
形
県

蔵
王
温
泉
ス
キ
l
場
対
小
学
校
3

年
生
以
上
(
大
人
の
方
も
可
)
、
先

着
m
w
人
費
小
学
生
2
万
5
0
0
0

円
、
中
学
生
2
万
8
0
0
0
円
、
大

人
3
万
2
0
0
0
円
(
リ
フ
ト
、
レ

ン
タ
ル
、
昼
食
代
別
)
主
我
孫
子

市
ス
キ
I
連
盟
、
我
孫
子
市
教
育
委

員
会
申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
時

制
、
学
年
(
大
人
の
方
は
年
齢
)
、

電
話
番
号
を
明
記
し
一
T
2
7
0
1
1

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

1
5
3繰
2
の
3
の
お
渡
辺
忍
宮
0

9
0
・
5
3
4
8
・
3
0
3
3

親
子
で
遊
ぼ
う

日
2
月
お
日
回
目
時

i
u時
所

近

隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
肉
親
子
で

楽
し
む
う
た
・
手
遊
び
・
リ
ズ
ム
遊

ぴ
な
ど
対
乳
幼
児
i
小
学
生
の
お

子
さ
ん
と
親
費
1
人
2
0
0
円

(
お
や
つ
付
き
)
持
親
子
と
も
に
、

運
動
の
で
き
る
服
装
申
・
圃
電
話

で
つ
ぱ
め
共
同
保
育
園
宮
7
1
8
7

.
5
0
0
5
 

第
叩
田
市
民
ベ
タ
ン
ク
大
会

日
3
月
日
日
出
8
時
却
分
集
合
・
受

け
付
け
(
雨
天
中
止
)
所
市
ゲ
ー

ト
ボ
l
ル
場
(
み
ど
り
固
と
な
り
)

種
3
名
1
チ
I
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦

(
初
心
者
可
)
費
1
人
1
0
0
円

(
保
険
代
と
し
て
当
日
徴
収
)
申

・
圃
ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
ー
ム
名
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
駁
旬
、
代
表

者
の
電
話
番
号
を
明
記
し
、

2
月
お

日
必
着
で
一
T
2
7
O
I
l
-
-
1
古

戸
6
9
6教
育
委
員
会
体
育
課
宮
7

1
8
7
・
7
5
5
5

シ
ニ
ア
卓
球
教
室
(
初
心
者
)

日
3
月
6
日
開
i
m
日
凶
回
目
時

i
ロ

時
所
市
民
体
育
館
対
卓
球
(
ラ

ー
ジ
ボ
I
ル
)
を
し
て
み
た
い
印
歳

以
上
の
市
内
在
住
の
方
、
初
人
(
応

募
者
多
数
時
抽
選
)
費
5
0
0
円

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

2
月
沼
田
必
着
で
一
T
2
7
O
I
l
l

-
1
古
戸
6
9
6
教
育
委
員
会
体
育

課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5
5

※
ラ
ケ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
あ
り
ま
す
。

介
護
座
畿
会

s離
に
も
相
較
で
主
9
に

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

5

日
3
月
口
日
働
凶
時

5
日

時

所

特

別
養
護
老
人
ホ
l
ム
久
遼
苑
対
介

護
し
て
い
る
か
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
、
先
着
却
人
費
1
0
0
円
(
お

持
・・・持参

7 支茶
援代

4 セ )
5 ン
5 タ申
5 J 

ム型
ん話
苑で
宮 在
7 宅
1 グト
8 護

初
心
者
の
た
め
の
文
章
教
室

日
3
月
5
日
・
ロ
日
・
四
日
・
お
日

の
日
時
日
ロ
時
却
分

S
M
時
却
分

(全
4
回
)
所
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

内
エ

ッ
セ
イ

・
文
章
を
書
く
楽
し
み

を
知
ろ
う
!
対
先
着
加
入
費
2

0
0
0
円

(
4
回
分
)
持
筆
記
用

具
申
・
圃
電
話
で
米
本
宮
7
1
8

8
・
5
2
3
9

ぼ
し
ゅ
う

職
業
相
談
員
(
市
の
嘱
託
職
旦

雇
用
期
間
侃
年
4
月
1
日
j
m
w
年
3

月
旦
日
(
更
新
あ
り
)
、
勤
務
日
時

月
日
日
以
内
・

1
日
7
時
聞
記
分
以

内
勤
務
場
所
無
料
職
業
紹
介
所

(
市
民
会
館
2
階
)
対
職
業
安
定
法

に
基
づ
く
職
業
紹
介
業
務
に
必
要
な

知
識
と
経
験
を
有
す
る
方
、
-
人

報
酬
月
額
凶
万
5
0
0
0
円
以
内

(
通
勤
手
当
別
途
支
給
)
選
考
方
法

1
次
:
・
書
類
審
査
、

2
次
:
・
面
接

申
・
圃
履
歴
書
(
上
半
身
無
帽
で
3

カ
月
以
内
に
撮
影
の
縦
必
醐
×
横
お

酬
の
写
匙
悦
)
、
「
地
方
自
治
体
が

行
う
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
に
つ
い

て
8
0
0字
以
内
に
ま
と
め
た
も
の

を
2
月
M
日
ロ
時
ま
で
に
(
出
・
倒

を
除
く
)
商
工
観
光
課
・
内
線
5
0

4
へ
本
人
が
直
接
持
委

市
内
の
公
共
施
設
臨
時
職
員

雇
用
期
間
侃
年
4
月
1
日
か
ら
6
カ

月
間
(
更
新
あ
り
)
勤
務
時
間
8

時
却
分

i
n時
却
分
(
交
代
制
、
施

設
・
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

勤
務
場
所
湖
北
地
区
公
民
館
、
市
民

プ
ラ
ザ
職
種
・
時
給
(
平
日
・
出

回
、
昼
間
・
夜
間
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
)
①
受
付
業
務
、
事
務
管
理
・

6

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

人
(
設
備
・
備
品
の
使
用
説
明
と
操

作
)
:
・
時
給
7
3
0
円
1
9
3
0
円

②
施
設
受
付
・

4
人:・
7
1
0
円
5

8
7
0
円
⑦
清
掃
業
務
・

6
人:・
7

0
0
円
1
7
3
0
円
霊
巾
民
プ
ラ
ザ

パ
ソ
コ
ン
講
座
(
ワ
l
ド
、
エ
ク
セ

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
な
ど
初
心
者
講
座
)
の
講
師
・

1
人
:
・
時
給
1
1
0
0
円
⑤
同
パ
ソ

コ
ン
講
座
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
3
人
(
パ

ソ
コ
ン
開
放
時
間
の
操
作
説
明
含

む
)
:
・
時
給
7
5
0
円
募
集
対
象

1
9
4
1
(昭
和
時
)
年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
で
健
康
な
方
、
⑦
②
は

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方
申
・

圃
履
歴
書
(
写
真
穏
)
を
2
月
お

日
ロ
時
ま
で
に
側
我
孫
子
市
都
市
建

設
公
社
(
市
民
会
館
内
)
宮
7
1
8

5
・
1
1
4
4
へ
本
人
が
直
接
持
参

公
園
管
理
技
能
員

(
嘱
託
・
臨
時
職
員
)

①
臨
時
職
員
・
・
・
雇
用
期
間
侃
年
5
月

ー
ロ
月
の
聞
で
必
要
に
応
じ
て
任
用

(
6
カ
月
以
内
)
勤
務
日
時
月
比
日
、

8
時
却
分
1
刀
時
対
刈
払
い
機
が

操
作
で
き
る
方
、

5
入
賞
金
時
給

9
8
0
円
(
通
勤
手
当
別
途
支
給
)

②
嘱
託
職
員
・
・
・
雇
用
期
間
侃
年
4
月

1
日
か
ら
1
年
間
(
更
新
あ
り
)

勤
務
日
時
月
日
日
以
内
、

8
時
却
分

S
U時
対
刈
払
い
機
と
そ
の
他
の

草
刈
り
な
ど
に
要
す
る
機
械
類
が
操

作
が
で
き
、

2
t
ト
ラ
ッ
ク
が
運
転

で
き
る
市
内
の
地
理
に
精
通
し
て
い

る
方
、

1
人
報
酬
月
額
凶
万
5
0

0
0
円
(
通
勤
手
当
別
途
支
給
)
、

社
会
保
険
加
入
、
駐
車
場
料
金
徴
収

勤
務
場
所
①
②
と
も
湖
北
台
公
園
管

理
事
務
所
(
湖
北
台
中
央
公
圏
内
)

申
・
圃
申
込
書
(
公
園
緑
地
課
に
用

意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
縦
必

醐
×
横
お
醐
の
写
真
(
上
半
身
無
帽

で
3
カ
月
以
内
に
撮
影
)
を
貼
付
し

2
月
初
日
iμ
日
目
時
の
間
に
公
園

緑
地
課
・
内
線
5
6
1
へ
本
人
が
直

接
持
参

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

子ャイIlドシートの刺聞がきら!こ使刺!こ
~貸し出しは毎日、お届けの時間指定も可能に~

交通災害共済加入者を随時募集しています!

火曜日と木曜日のみだったチャイルドシー トの貸し出しを、毎日

行うことになりました。また、お届けの時間も希望の時間帯を指定

できます。
対象 市内に住所を有する6歳未満の乳幼児の保護者
貨出期間乳幼児用、幼児用..6カ月以内

貨出日 毎日 (8月11日'"15日、 12月29日"'1月4日を除く)
申し込み必要事項を明記した申請書(突通整備果、各行政サービ
スセンター、我孫子駅前行政連絡所、保健センターに用意)と保護

者(運転者)の免摘のコピーを、利用開始希望日の1週間前まで

に斐通整備課ヘ提出
※料金や支払い方法なと官しくは、突通整情謀・内線330ヘ。

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp臼 は「あびこ楽校Jの事業です。
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2
等
陸
・
海
・
空
士
自
賃
目

対
川
崎
歳
i
お
歳
の
方

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
自
衛

隊
相
募
集
案
内
所
E
7
1
6
3
・
6

8
8
4
へ
。

み
ど
り
園
の
臨
時
職
員

雇
用
開
始
日
2
月
初
日
か
ら
(
更
新

あ
り
)
勤
務
日
時
3
交
代
制
勤
務

(
時
間
短
縮
あ
り
)
①
7
時
i
ロ
時

②
日
時
信
分
j
m
時
日
分
③
時
時
初

分
j
9
時
鈎
分
、
勤
務
割
に
よ
る
週

休
2
日
勤
務
場
所
み
ど
り
園
(
知

的
障
害
者
更
生
施
設
)
勤
務
内
容

知
的
障
害
者
の
食
事
の
介
助
な
ど
、

生
活
全
般
の
支
援
賃
金
時
給
9
8

0
円
1
1
0
0
0
円
(
当
組
合
資
格

基
準
に
よ
る
)
、
夜
勤
は
お
%
増
し
、

通
勤
手
当
別
途
支
給

申
・
圃
履
歴

書
を
一
T
2
7
0
1
1
1
2
1
中
峠
2

3
1
0
み
ど
り
園
E
7
1
8
7
・
0

5
1
1
へ
送
付
(
書
類
選
考
の
上
、

折
り
返
し
面
接
白
を
連
絡
し
ま
す
)

石
け
ん
利
用
推
進
協
議
会

「
市
民
の
代
表
委
員
」

対
市
内
在
住
で
石
け
ん
利
用
推
進
活

動
を
と
お
し
て
、
環
境
の
保
全
に
積

極
的
に
取
り
組
め
る
方
、
5
人
以
内

任
期
2
年
活
動
内
容
講
習
会
・
学

習
会
・
啓
発
な
ど
の
活
動

申
・
圃

「
右
け
ん
利
用
と
環
境
」
に
つ
い
て

の
意
見
や
提
言
を
8
0
0
字
程
度
に

ふ
均
み
な

ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
電
話
菅
芝
明
記
し
、

3
月
7
日
必
砦
で
一
T
2
7
0
1
1
1

9
2
(
住
所
省
略
可
)
市
役
所
商
工

観
光
課
E
7
1
8
5
・
1
4
6
9
へ

e
gぬV③

ち
ゃ
れ

武
藤
柚
衣
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・
1
歳
2
カ
月
)

保
育
園
巴
入
っ
て
さ
ら
巴
パ
フ

l
ア
ッ
プ
引
力
ゼ
も
ひ
か
ず
、
禽

.. ..， 

え

ぐ

ち

江
口

こ

た

ろ

う

小
太
郎
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・
1
歳
2
カ
月
)

ど
う
で
す
か
?
な
ん
と
も
い
え

な
い
癒
し
系
の
こ
の
笑
現
み
ん

な
定
ち
ま
ち
コ
ロ
リ
で
す
。

すこやかちゃん募集!!
4月1日号から来年3月16日号ま

での「すこやかちゃんjに登場し
ていただくお子さんを募集します。
対象・定信 2005年中に生まれた
お子さん(過去に「すこやかちゃ
んjに登場した兄姉のいるご家族
は除く)、男女各27人(応募者多
数の場合は抽選)
@し込のハガキ (1人1枚に限
る)に住所、保護者の氏名・電

話番号、お子さんの名前・生年月
日-性別を明記し、 3月10日消印
有効で〒270・1192市役所広報室

(住所省略可)ヘ
図広報室ft7185・1269

郵
送
ま
た
は
持
参

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

任
期
侃
年
4
月
j
m
w
年
3
月

対
加

歳
以
上
で
日
常
の
活
動
が
で
き
る
市

内
在
住
の
方
、
加
人

職
務
内
容
有

機
J
A
S
関
係
市
場
な
ど
の
調
査
・

報
告
、
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど

申

.
圃
電
話
で
3
月
7
固
ま
で
に
商
工

観
光
課
E
7
1
8
5
・
1
4
6
9

干
の
葉
(
せ
ん
の
は
)

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

県
で
は
、
側
千
葉
県
環
境
財
団
と

協
働
し
て
、
県
民
、

N
P
O、
事
業

者
な
ど
の
皆
さ
ん
が
循
環
型
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
配
慮
活
動
事
例

(
H

エ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
)
を
随
時
募
集
し
、
ホ
ー
ム

ペ
1
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
千
葉

県
資
源
循
環
型
社
会
づ
く
り
推
進
会

議
事
務
局
E
0
4
3
・
2
2
3
・
2

7
5
8
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
F
同
仲
間

u
・¥¥若

者
宅
・
宮
-
止
の
Eσ
ど

匂
¥印
可
O
N
O
W

C
¥
A
Wl
-
n
y
-
Y包
¥
ω
F
-
m
m
w
ロ
¥ωmw
ロロ

ロ
o
v
k
v
g
へ。

平
嚢
妻
性
セ
ン
タ
ー
情
護

-w
'
C
(ウ
ィ
ッ
ク
)
}
表
紙
イ
ラ
ス
ト

応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

テ
l
マ
「
女
性
も
男
性
も
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
」
、
性
別
に
よ
る

役
割
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
ら
し
く

活
動
し
て
い
る
人
々
の
イ
メ
ー
ジ

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の 51略/2

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
12略/t年平均目標COO値

平成18年1月、月平均COD値
6.1略/t採水場所:手賀沼公園沖

平成17年1月、月平均COD値
5.2略/t

採水場所:手賀沼公園沖
募
集
随
時
応
募
規
格
手
法
は
自
由

(
イ
ラ
ス
ト
、

C
G、
デ
ザ
イ
ン
画

な
ど
)
、
カ
ラ
ー
の
み
、
サ
イ
ズ
は

A
4
判
程
度
(
表
紙
は
A
4
判
一
縦

2
9
7
m
x
横
2
1
0
剛
)
選
考

方
法
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
各
号
1

占
…
を
採
用
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、

1
万
円
分
の
図
書
カ
l
ド
を
進
呈

申
・
圃
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
7
7
1

0
8
8
2
柏
市
柏
の
葉
4
の
3
の
1

き
わ
や
か
ち
ぽ
県
民
プ
ラ
ザ
内
千
葉

県
女
性
セ
ン
タ
ー
E
7
1
4
0
・
8

6
0
2
へ
郵
送
ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー

窓
口
へ
持
参

※
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
採
用
作
品
の
著
作
権
は
千
葉
県
女

性
セ
ン
タ
ー
に
帰
属
し
ま
す
。

我
孫
子
空
手
道
ク
ラ
ブ
会
員

日
毎
週
側
・
回
目
時
ぬ
分
j
m
時
ぬ

分

所
湖
北
台
東
小
学
校
体
育
館

費
月
額
2
5
0
0
円
、
日
歳
以
下
2

0
0
0
円
圃
吉
田
宮
7
1
8
8
・

n
U
Q
U
氏
u
q
L

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
2
月
お
目
ω
日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)
所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
2
月
泣
日
制

忘れずに納めましよう
I頁 目 納期限(口座振替日)

固定資産税第4期 28日ω
国民健康保険税第9期 28日ω
介護保険料第9期 28日ω

水道料金 27日(月)

下水道事業強者負担金第4期 28日ω
以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い
回
教
育
委
員
会
総
務

課
E
7
1
8
5
・
1
1
1
0

介
護
保
険
市
民
会
識
を
公
開

日
2
月
口
白
幽
v
H
時
5
日
時
所
市

役
所
分
館
2
階
穂
題
第
3
期
介
護

保
険
事
業
計
画
(
案
)
に
つ
い
て
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
に
つ

い
て
圃
介
護
支
援
課
・
内
線
4
1

2 
麻
し
ん
・
風
し
ん
の

定
期
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
ω
年
4
月
1
日
か
ら
は
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
2

回
接
種
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
対
象
年
齢
も
変
わ
り
、
2

歳
以
上
は
任
意
接
種
(
自
己
負
担
)

に
な
り
ま
す
。

※
経
過
措
置
と
し
て
、
侃
年
4
月
1

日
以
降
、
次
の
め
②
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、
-
歳
児
へ
の
単
抗

原
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
か

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
)
は
公
費
負
担
で

で
き
ま
す
。

※
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場

合
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

①
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
み
接
種
し
た

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 1月lel1日現在)
1月の発生件数 46件
前年同期比 -11件

1月の死者数 2人
前年同期比 +1人

1月の負傷者数 62人
前年同期比 ー8人

か
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
可
能
で
す
。

②
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
み
接
種
し
た

か
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
場
合
は
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
可
能
で
す
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
E
7
1
8
5
・
1

1
2《

b

ilt正後 改正前

ワクチン 廊しん風しん混合ワクチン
麻しんワクチン(単抗原ワクチン)
風しんワクチン(単抗原ワクチン)

園教 2回接種(1期、 2期) 各1回接種

1 1明…生後12カ月から
生後24カ月未満 生後12カ月から生後90カ月未満

対象年自信 2期…5歳以上7歳未 (標準的接種は生後12カ月から生
満で小学校就学前 (3月後15カ月)
31日)1年間にある者

不
周
回
目
情
報

"
醸
り
ま
す
"

。
無
料
で
申
百
科
事
典
、
英
和

辞
書
:
・高
橋
宮
7
1
8
5
・
0
0

4
3
 

H
語
っ
て
く
だ
さ
い
H

。
無
料
で
背
も
た
れ
付
き
ジ
ュ

ニ
ア
シ
l
ト
:
・内
田
宮
7
1
8
3

-
6
1
6
4
 

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・
5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

献
血
と
骨
髄
ド
ナ
l
登
録
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

日
3
月
1
日
制
。
献
血
・
・
・
9
時
却
分

j
日
時
信
分
、
日
時
j
日
時
ぬ
分
。

骨
髄
ド
ナ
l
登
録
・
・
・
9
時
泊
分
i
日

時
部
分
、
日
時
j
日
時
加
分
所
市

役
所
1
階
ロ
ビ
1
骨
髄
ド
ナ
l
登

録
で
き
る
方
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十

分
に
理
解
し
て
い
る
方
で
、
年
齢
が

日
歳
j
U
A
歳
・
体
重
が
男
性
必
見
以

上
、
女
性
ω
同
以
上
の
健
康
な
方

圃
生
活
支
援
課

・
内
線
3
7
7

我
孫
子
都
市
計
画
を
変
更

変
更
日
2
月
口
日
凶
圏
内
①
我
孫
子

都
市
計
画
地
区
計
画
(
高
野
山
東
地

区
)
の
変
更
:
・
地
区
整
備
計
画
書
、

区
域
、
地
区
施
設
の
変
更
②
我
孫
子

都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
(
必
号
柴

崎
天
王
裏
第
1
、
活
号
下
ヶ
戸
向
口
、

1
2
3
号
新
木
宮
前
第
1
、
1
3
3

号
新
木
セ
イ
シ
前
第
2
)
の
変
更
:
・

市尽伝言版

区
域
の
変
更
閲
覧
場
所
・
園
都
市

計
画
課
・
内
線
5
9
3

※
関
係
図
書
は
、
市
役
所
開
庁
日
に

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
を
f

2
0
0
5
年
の
県
内
の
交
通
事
故

死
者
数
は
3
0
5
人
で
、
全
国
ワ
ー

ス
ト
3
位
と
い
、
コ
残
念
な
結
果
で
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
四
輪
乗
車
中
の

死
者
1
0
5
人
の
う
ち
、
白
人
(
日

・
1
%
、
前
年
臼
・
1
%
)
約
6
割

が
シ
1
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
磐
用
し
て
い
れ
ば
多

く
の
命
が
助
か
っ
た
は
ず
で
す
。

車
に
乗
車
し
た
ら
、
エ
ン
ジ
ン
始

動
前
に
シ
1
ト
ベ
ル
ト
の
砦
用
を
運

転
手
は
も
ち
ろ
ん
同
乗
者
に
も
必
ず

習
慣
つ
け
ま
し
ょ
う
。

圃
我
孫
子
瞥
察
署
E
7
1
8
2
・
0

1
1
0
、
交
通
整
備
課
E
7
1
8
5

.
1
3
6
9
 

このコーナーに掲戴を希望する方

teJ;，広報掲鷲依頼書(市役所広報室
に用意または我掛子市のホームペー

ジからダウンロード)に必要事項を

記入のうえ、掲載希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。

掲鷲する内容はイベン卜名・日B守・

場所・内容・費用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者聞で行うようお願いします。

圃広報室B?185・1269

公共施設利用の活動lel、優先的巴

湯所tJ確保されているものではあ

りまぜん。

-v 
講
演
・
催
し

V

「あ
び
こ
雑
学
ね
っ
と
」
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
-m我
孫
子
3
月

5
日
倒
叩
時
ω
分
開
場
。
市
民
プ
ラ

ザ
。
さ
か
い
り
姉
妹
(
童
謡
)
、
内

田
愛
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
。
1
0
0
0

円
(
高
校
生
以
下
8
0
0
円
)
。
都

筑
E
7
1
8
4
・
5
4
6
4

V

「第
刊
回
ぐ
る
l
ぷ
彩
展
」
絵
画

展

2
月
お
日
ω
1
3
月
5
日
倒
叩

時
j
口
時
(
お
目
は
日
時
か
ら
、
5

日
は
日
時
ま
で
)
。
さ
わ
や
か
ち
ぱ

県
民
プ
ラ
ザ
。
無
料
。
千
種
E
7
1

4
5
・
8
1
6
9

V
第
6
固

「N
P
O
法
人
元
気
塾
」

講
演
会

3
月
6
日
開
日
時
却
分
5
0

ア
ピ
ス
タ
。
わ
い
わ
い
農
園
座
学
。

作
っ
て
食
べ
て
健
康
ラ
イ
フ
。
講
師

・
小
松
さ
ん
。
2
0
0
円
。
山
下
宮

7
1
8
4
・
3
8
6
9

会
員
・
仲
間
募
集

V
我
孫
子
山
の
会
会
員

毎

月

第

1

ω
同
時
S
幻
時
。
市
民
プ
ラ
ザ
。
日

帰
り
と
宿
泊
山
行
。
日
歳
ま
で
。
入

1
0
0
0
円
、
年
6
0
0
0
円
。
電

話
で
松
永
E
7
1
8
5
・
2
9
1
1

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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子どもから大人まで身近になった市民活動

市民活動フェア!こ2900人
より多くの皆さんに市民活動を知っていた

だくため、 2月4日.5目、アビスタと利根

川ゅうゅう公園で 「市民活動フェアinあぴこ
2006Jカ潤催され、約2900人の来場者で賑

わいました。

今年のフェアは、 71の市民活動団体など

が実行委員として参加し、さまざまな催しが行われました。フェア当日には、子どもたちが参

加できる催しゃ、市内の高校生・大学生が “支援ボランティア"として総合受付、スタンプラ

リーなどのお手伝いをするな芯幅広い世代が参加しました。

安多
全 fi
は包
ム~ 1=1 
tチ ー

て?
校 z
と、、

虫記

が雪
協を
力見
レ守
てる

我孫子第一小学校の学校区域内では、 昨年12月から登下校時に地域の皆

さんにより、子どもたちを見守る活動が行われています。

これは、 集団下校を行っている小学校が、地域でも子どもたちを見守って

ほしいという願いから、 自治会などに要請し始められたものです。

登下枝問になると、通学路のあちこちに犬の散歩途中の方たちが立ち、子

どもたちに声をかけるなど、安全に登下校できるように見守っています。

身
近
な
道
具
で
劇
学
実
験

臼

親
と
予
の
ふ
れ
あ
い
教
室

「静
電
気
で
遊
ぼ
う
」

日
時

3
月
日
日
出
午
後
2
時
か

ら
4
時
却
分

場
所
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
容

科
学
実
験
(
サ
ン
ダ
I
ボ

ー
ル
で
蛍
光
灯
を
光
ら
せ
る
、
風

船
で
静
電
気
を
つ
く
る
、
ペ

ッ
ト

ボ
ト
ル
で
静
電
気
を
調
べ
る
、
静

電
気
ク
ラ
ゲ
で
遊
ぶ
)
と
講
師
に

よ
る
解
説

講
師

小
林
正
美
さ
ん
(
筑
波
大

学
助
教
授
)

対
象

小
学
校
3
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
と
保
護
者
、
初
人
程
度

(
応
募
者
多
薮
の
場
合
は
抽
選
)

持
参
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
ペ

第 1159号

ツ
ト
ボ
ト
ル
、
下
敷
き
、
サ
イ
ン

ペ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
定
規
、
ア

ル
ミ
缶
、
金
属
缶
の
ふ
た

参
加
費

無

料

申
し
込
み
・
圃

ハ
ガ
キ
か
E
メ

ー
ル
で

「静
電
気
で
遊
ぼ
う
」
、

住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
お

子
さ
ん
の
学
校
・
学
年
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、

2
月
沼
田
必
着
で

〒

2
7
0
1
1
1
6
6
我
孫
子
1

6
8
4
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

E
メ
I
ル
印
可
釦

W
包
W
て
O
E
E
』
@

2
4・釦
σ野
0
・n
y
F釦
・
号
へ

圃

社
会
教
育
課
E
7
1
8
5
・

1
6
0
4
 

六をワIl者l乏
し稼いで 2
愛犬のだめZ
徹歩のマナーを考えよう

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
散
歩

中
の
飼
い
犬
の
フ
ン
を
持
ち
帰
ら
な

か
っ
た
り
、
リ
ー
ド
(
引
き
綱
)
を

は
ず
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

愛
犬
の
た
め
に
、
散
歩
の
マ
ナ
ー

を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
、
つ
0

0
リ
ー
ド
を
つ
け
て
散
歩
を
し
ま
し

ょ
・つ

企近所の皆さん!こ見守られて登校

市職員がボランティア活動を体験
お楽しみ昼食弁当づくりと移送サービス

1月17日.27日の両日、市の職員を対象に、

福祉の体験研修が行われました。これは、ボラ

ンティア活動の現場に触れ、福祉への理解を深
めるため行われたものです。

研修は、一人暮らしの高齢者などに弁当を届

けている 「ふれあい弁当の会Jでの謂理 ・配達

と、社会福祉協議会の 「移送サービスJです。
参加した職員は 「衛生面に細Iむの注意をはら

って弁当が作られているのがわかったJi実際
にやってみて、 車両に車いすを乗せるコツがの

みこめたJなどと話していました。

リ
ー
ド
か
ら
放
れ
る
と
、
犬
に
は

危
険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
迷
子
に
な

っ
た
り
、
急
に
道
に
飛
び
出
し
て
大

ケ
ガ
を
し
た
り
:
。
人
を
ゆ
ん
だ
り

す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

リ
ー
ド
を
つ
け
る
こ
と
は
、

周
り

の
人
た
ち
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

不
安
を
与
え
た
り
し
な
い
だ
け
で
な

く
、
愛
犬
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

。
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

飼
い
犬
の
散
歩
に
行
く
と
き
、
フ

ン
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
か
?
公

園
・
道
路
・
田
畑
・
家
の
前
な
ど
を

汚
さ
な
い
よ
う
、
愛
犬
の
フ
ン
は
放

置
し
た
り
、
埋
め
た
り
せ
ず
に
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
な
ら

人
の
集
ま
る
所
で
犬
を
ブ
ラ
ツ
シ

ン
グ
す
る
時
は
、

毛
が
飛
ば
な
い
よ

う
注
意
を
払
い
、
落
ち
た
毛
は
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。
蛇
口
か
ら
直
接
水
を
飲
ま
せ
な
い

で
公
固
な
ど
の
水
道
の
蛇
口
は
、
子

ど
も
た
ち
が
直
接
口
を
つ
け
て
飲
ん

で
い
ま
す
。
犬
に
は
、
蛇
口
か
ら
直

接
水
を
飲
ま
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
し
つ
け
・
飼
育
の
相
談
は
、

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
柏
保
健

所
)
宮
7
1
6
7
・
1
2
5
5
、
千

葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
文

所
宮
7
1
9
1
・
0
0
5
0
へ
。

圃
保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・

1
1
2
6
 

さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り
条
例

犬
を
屋
外
で
散
歩
な
ど
を
さ
せ
る

場
合
、
綱
や
鎖
で
つ
な
ぎ
、
飼
い
犬

の
フ
ン
を
持
ち
帰
る
こ
と
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
2

万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

圃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8

7
・
0
0
1
5

鱒旬

染谷卓選

文芸だより鱈叡

榊原 敦子選

火
を
動
い
て
た
?
そ
れ
だ
け
の
縦
始
め
渋
谷
孝
子

一評
}

鍬
始
め
は
、
田
畑
に
初
め
て
鍬
を
入
れ
て
、
豊
作
を
願
う
新
年
の
行
事
な
の
だ
が
:・
。

ほ100 直~. この広報紙は 100%再生紙・大豆インクを使用しています。

冬
木
立
ビ
ュ

ッ
フ
ェ
の
線
を
な
ぞ
り
を
り

脅
山

陽

子

一評
}

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
絵
画
は
鋭
い
線
描
が
印
象
的
。
今
、
冬
木
立
が
画
家
の
絵
と
か
さ
な
る
。

住
職
の
下
山
な
し
た
る
七
草
寺
猫

ひ

と

つ

ゐ

て

足

に

か

ら

み

来

小

林

光

江

霊

誰

も

居
ぬ
勧
の
厳
寒
の
山
寺
に
猫
が
一
匹
こ
こ
ろ
和
ま
す
。
寺
の
名
は
春
を
呼
ぶ
よ
う
。

寒
空
に
脚
き
流
さ
る
る
朱
の
あ
れ
ば
雨
戸
繰
る
手
の
し
ば
し
と
ど
ま
る
海
老
塚
恵
美
子

冨

日

常

茶

飯

の

中

伝

伊

た

美
。
雨
戸
繰
る
作
者
の
自
は
一
瞬
天
上
の
朱
に
奪
わ
れ
る
。

二冬ニF
人今ン手
居ゐら月2
の ら や
パ手烏
レづのー
ン く 三
タりをr・a
イ ケ も
ン l の
のキ 固
日貰2し
もて上'
暮け
るり
る

岡大新川 下壁
本森堀上 田谷

千
文鶴
子子

人畔事歩
の走を
背るの
を主旨ば・
拝 の し .
み 先 白7
てよ烏Z
帰りのF

る 寒 群
初され
詣染見

むて
戻
る

邦澄孝進
夫夫女也

| 文芸だよりは、皆さんがつくる 1
ドコーナーです。締め切りは、毎月 1
f1IJ日(必着)。ハガキで1人1作 l
Hこ限ります。 I
川5募先 〒~・m市役所広報 l
|室(住所省略可)ヘ l 
..青少年(18歳以下)の部jの作 l
|晶(俳句・短歌)も募集しています。 l
| 青少年の部ヘ応募する方は、か l
lならず年齢を明記してください。，

ペ
ダ
ル
踏
み
乗
る
は
最
後
と
自
転

車

議

長

に

置
け
り
こ
こ
ろ
残
し
て

早
朝
の
寒
さ
が
中
に
赤
飯
を
炊
い
て
孫
娘
の
成
人
祝
ふひ

だ
ま

枯
葉
舞
ふ
沼
沿
ひ
児
童
ら
襟
た
て
て
走
る
も
追
ふ
も
日
溜
り
を
行
く

樫
鉱
拍
に
霊
山
の
景
を
断
ち
切
る
マ
ン
シ
ヨ
ン
の
群

谷
津
の
原
埋
め
尽
し
た
枯
如
何
前
一
賓
の
余
韻
に
寒
い
芽
を
出
す

一
日
を
眠
り
て
過
ご
す
老
い
母
は
ゅ
の
世
に
由
る
る
準
備
な
し
ゐ
む

ご
ろ

十
一
月
の
末
頃
、
我
孫
子
ゴ
ル
フ

ク

ラ

ブ

倶
楽
部
の
東
側
斜
面
で
、

黒
い
果
実

を
つ
け
た
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
を
見
か

け
ま
し
た
。

ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
は
、
冬
に
な
る

と
落
葉
す
る
ツ
ル
状
の
木
で
、
別
名

を
カ
ミ
エ
ピ
と
も
い
い
ま
す
。

十
一
月
末
頃
の
葉
は
、
葉
線
繋
が

分
解
し
て
黄
色
に
な
っ
た
も
の
や
、

アす~~~多rz;~グ
(青葛藤)

(つづらふじ科)

馬
場
千
鶴
子

新

堀

孝

女

大
森
準
大

本
田
幸
世

千

葉

フ

ミ

渡
辺
詔
子

す
で
に
落
葉
し
た
も
の
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

花
期
は
七
1
八
月
頃
で
、
葉
の
つ

け
根
か
ら
喜
色
の
花
控
伸
ば
し

ま
す
。
雌
雄
具
株
で
、
雌
花
を
つ
け

る
穏
と
、
懇
を
つ
け
る
擦
と

が
あ
り
ま
す
。

秋
に
な
る
と
、
雌
株
の
ツ
ル
に
、

多
肉
で
硬
い
械
を
も
っ
た
球
形
の
果

実
が
で
き
ま
す
。
果
実
は
熟
す
る
と

黒
く
色
づ
き
、
表
面
が
粉
白
を
帯
ぴ

ま
す
。昔

、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
の
ツ
ル
は
、

つ
づ
ら

葛
篭
に
編
ま
れ
、
衣
服
な
ど
の
収
納

ゃ
、
旅
行
時
の
入
れ
物
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
漢
方
で
は
、
根

妻

名
殴
と
呼
ぴ
、
利
尿
、
鎮

痛
、
消
炎
な
ど
の
薬
に
用
い
ま
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)


